
保健・相談

みとよ写真帳 ／ 編集後記

施政方針と予算

みとよHOT ほっとNEWS（ホットニュース）

特集　知っていますか？認知症のこと

春のイベント

子ども・子育て支援新制度がスタート
保育所・幼稚園等を利用する皆さんへ

ここ笑み通信 ～子育てするなら三豊が一番！～

’s  深読みひろば

’s Information　みとよくらしのおしらせ①

’s Information　みとよくらしのおしらせ②

’s Information　みとよくらしのおしらせ③

4月のお知らせ

市役所の組織の一部変更 ／ 固定資産評価審査委員会委員の選任 ／ 
女性消防団員募集 ／ 税のお知らせ

国保人間ドック ／ 高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種 ／ 
行政改革推進委員会委員募集 ／ 国民年金 ／ 金属ごみ・有害ごみの収集

高齢者福祉タクシー事業 ／ 長寿手帳 ／ 生活困窮者支援制度 ／ 
浄化槽清掃業者の許可区域 ／ 未利用地の情報提供 ／ 
県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ ／ 
国保税、後期高齢者医療保険料、介護保険料の仮徴収 ／ 
文書館からのお知らせ ／ 窓口封筒広告募集 ／ 
鳥獣被害防止対策補助金 ／ 耕作放棄地再生利用対策補助金

募集 ／ 相談 ／ 講座 ･教室 ／ イベント ／ 
納税のお知らせ ／ マリンウェーブ情報 ／ 国際交流協会

男女共同参画 ／ 定住

絵本de親子コミュニケーション ／ 日常生活用具給付 ／ 
不妊治療費助成事業 ／ 遺児年金支給事業 ／ 
　　's  Smile ふぉとぎゃらりぃ／乳幼児健診　など
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平
成
24
年
11
月
に
設
立
さ
れ
た
「
大
道
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
♡
コ
ス
モ
ス
」。
一
人
暮
ら
し
や
話
し
相
手
の
少
な
い
お

年
寄
り
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、
毎
月
第
１
金
曜
日
、
自
治

会
場
に
集
ま
り
、
ゲ
ー
ム
や
手
芸
、
軽
い
体
操
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
夏
ま

つ
り
に
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
、
流
し
そ
う
め

ん
を
し
た
り
花
火
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

「
近
隣
の
自
治
会
に
は
サ
ロ
ン
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大

道
自
治
会
に
は
な
か
っ
た
た
め
、
地
域
の
お
年
寄
り
の
中

か
ら
『
う
ち
に
も
ほ
し
い
』
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
ん
で
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
が
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
た
の
は
島
田
節
子
さ
ん
、
島
田
玲
子
さ
ん
、

嶋
田
妙
子
さ
ん
の
３
人
。
地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま
っ
て

触
れ
合
う
こ
と
で
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
の

輪
が
広
が
り
、
認
知
症
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
い
つ
も
楽

し
み
に
し
て
る

よ
っ
て
言
わ
れ

る
と
、
励
み
に

な
り
ま
す
。
あ

ま
り
が
ん
ば
り

過
ぎ
ず
、
み
ん

な
の
支
え
に
な

れ
る
よ
う
、
私

た
ち
も
楽
し
み

な
が
ら
続
け
て

い
き
た
い
で

す
」。笑顔

の
パ
ワ

ー
が
、
地
域
の

お
年
寄
り
を
元

気
に
し
て
い
ま

す
。

表 紙

三豊市の人口 ※平成27年3月1日現在　（　　）内は前月比

※香川県人口移動調査による世帯数 23,283 世帯（+7） 総人口 65,846 人（-51） 男 31,330 人（-29） 女 34,516 人（-22）

第
1
回
市
議
会
定
例
会
の
初
日
と
な
っ
た
3

月
2
日
、
横
山
市
長
が
平
成
27
年
度
の
施
政
方

針
を
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

三
豊
市
が
発
足
し
て
10
年
目
。
第
2
ス
テ
ー

ジ
「
次
な
る
10
年
」
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
平

成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
計
上
額
は
、

過
去
最
大
規
模
と
な
る
3
5
8
億
9
千
万
円
。

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す
た
め
の
重
点
施
策

を
は
じ
め
、
本
年
度
の
取
り
組
み
を
予
算
と
と

も
に
10
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

平成27年度
 施政方針と

予算

さらなる

への

ま～がれっと通信ま～がれっと通信
三豊市を マーガレットでいっぱいにしよう

三豊市三豊市
のの

花花

市の花マーガレットは、キク科の多年草。白や
ピンクの愛らしい姿は見る人の心を和ませ、優し
い気持ちにしてくれます。
そんなマーガレットの育て方は… 

路地でも鉢植えでもＯＫ！１年を通して日当た
りの良い場所で育てましょう。高温多湿に弱いの
で、真夏は直射日光が当たらない所、また、寒さ
にも弱いので、冬は霜が降りない所が良いでしょ
う。土の表面が乾いたら水やりをしてください。

４月１２日（日）の紫雲出山桜まつりでマーガレ
ットの苗がもらえます。この機会に、ぜひ、あな
たもマーガレットを育ててみませんか。
（桜まつりの詳細は 25ページをご覧ください）

植え付け　３～５月　

開　　花　５～７月、１０～１１月
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市
政
運
営
の
所
信

迎
え
る
平
成
27
年
度
、
三
豊
市
は

平
成
28
年
1
月
1
日
に
合
併
・

市
制
施
行
満
10
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

間
に
お
け
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

い
よ
い
よ
平
成
28
年
度
か
ら
は
普
通

交
付
税
の
合
併
算
定
替
特
例
措
置
の
段

階
的
縮
減
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
人

口
の
減
少
と
少
子
・
高
齢
化
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
地
域
で
当
た
り
前
に
行
わ
れ

て
き
た
こ
と
が
今
ま
で
ど
お
り
で
き
な

く
な
る
時
代
が
到
来
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
社
会
の
存
立
に
も
か

か
わ
る
問
題
に
直
面
し
な
が
ら
、
新
年

度
は
第
2
ス
テ
ー
ジ
「
次
な
る
10
年
」

の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
年
で
も
あ
り
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
「
強
く　

や
さ
し
く　

楽
し
い　

田
園
都
市
み
と

よ
」
を
旗
印
に
、
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
を
精
力
的
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
三
豊
市
新
総
合
計
画

で
示
し
た
6
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
い

て
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
今
、

本
市
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
成
長
動

機
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え

る
た
め
の
成
長
戦
略
を
今
年
度
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

①
危
機
管
理
体
制
の
強
化

②
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
振
興

と
知
名
度
向
上

③
循
環
型
環
境
都
市
づ
く
り

④
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の
「
先
手
の

福
祉
」
の
充
実

⑤
支
え
あ
う
心
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち

づ
く
り

⑥
次
な
る
行
財
政
改
革
と
「
新
た
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
」
の
推
進

で
す
。

当
初
予
算
の
概
要

本
市
の
財
政
状
況
は
、
目
前
に
迫
っ

て
い
る
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
終

了
に
伴
う
一
般
財
源
の
減
少
と
、
平
成

26
年
度
か
ら
の
大
型
建
設
事
業
の
実
施

に
伴
う
財
政
負
担
や
公
共
施
設
の
再
配

置
問
題
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
中
長
期

的
に
は
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

将
来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い

た
め
に
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
進
め
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
行
政
効
果
が
得

ら
れ
る
予
算
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
方
針
の
も
と
に

編
成
し
た
平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
歳
入
歳
出
3
5
8
億
9
千
万

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
新
総
合
計
画

に
示
す
6
つ
の
基
本
目
標
ご
と
に
、
そ

の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

強
く  

や
さ
し
く  

楽
し
い

田
園
都
市
み
と
よ

国
が
進
め
る
T
P
P
へ
の
参
加
を
は

じ
め
、
近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。本

市
に
お
い
て
は
、
三
豊
市
農
業
振

興
計
画
に
基
づ
き
、
担
い
手
の
育
成
・

確
保
、
生
産
基
盤
の
整
備
、
耕
作
放
棄

地
対
策
、
鳥
獣
被

害
対
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
集
落
や
農
地

の
多
面
的
機
能
の

確
保
、
環
境
保
全

お
よ
び
農
業
用
施

設
の
長
寿
命
化
に

対
し
、
農
業
者
が

主
体
的
に
取
り
組

む
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

さ
ら
に
、
若
い

農
業
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
や

6
次
産
業
化
、
農

商
工
連
携
を
推
進

し
、
三
豊
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
の
本
市
農
産
物
の
販
路
拡
大

と
商
品
開
発
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

次
に
商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
企
業

立
地
優
遇
措
置
や
事
業
所
間
の
交
流
・ ◆空き家バンク・地域経済活性化事業

補助金 3,000 万円
市内の空き家問題の解消を図るため、空き家情報の
発信と空き家のリフォーム補助を行います。

◆多面的機能支払事業　
2億 646 万 9千円

農地や農業用施設を守る共同活動に対して、維持管
理活動に対する支援を行います。

◆企業立地促進奨励金　　　　 3,630万円
本市に製造業施設などを設置する企業を支援すること
により、産業の振興および雇用機会の拡大を図ります。

主な主な主な主な主な主な主な主主な新規新規新規新規新規新規事業事業事業事業事業事業業業・重・重・重・重・重重・重重重重点施点施点施点施点施点施点施点施点施策策策策策策策

情
報
交
換
機
会
の
充
実
を
図
り
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
創
造
す
る

と
と
も
に
、
新
産
業
の
創
出
の
た
め
産

学
連
携
を
支
援
し
ま
す
。

活
気
に
あ
ふ
れ

産
業
が
躍
動
す
る
ま
ち

（
産
業
・
雇
用
）

▲採れたて野菜や加工品が並ぶ販売イベントも多数開催。
　農業の新しいカタチが次々と生まれています
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2

3

豊
か
な
自
然
と
共
生
し

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

（
環
境
・
生
活
）

◆火葬場建設事業　　6億 4,929 万 1千円
老朽化した施設を統合し維持管理経費などを削減す
るため、平成 27年 11月稼働に向け南部火葬場建設
工事を行います。

◆環境フェスタの開催・レジ袋の削減事業
5,375千円

環境意識の向上を目的とする環境フェスタの開催お
よびレジ袋の削減を図るためのキャンペーンやエコ
バッグの作成を行います。

主な主な主なな主な主な主な主な主ななな新規新規新規新規新規規新規新規新規新規事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業業・重・重・重・重重・重・重・重重点施点施点施点施施点施点施施点点点施点施施施策策策策策策策策策策策策策策策

▲

市
民
誰
も
が
参
加
で
き
、
観
光
を
考
え
る
新
た

な
組
織
が
発
足
し
ま
す
。
市
民
主
体
の
観
光
振

興
が
活
発
化
し
て
い
ま
す

▲レジ袋の削減を目指して、日比野克彦氏デザインによる
エコバッグの利用促進を図ります

▲平成 28年 1月から供用開始予定の危機管理センター。市民の生命
と財産を守る防災拠点として災害対策機能の強化を図ります

若
い
世
代
の
視
点
や
発
想
も
取
り
入

れ
な
が
ら
学
術
機
関
と
連
携
し
て
、
産

業
振
興
基
本
計
画
が
よ
り
有
効
な
成
果

が
出
る
よ
う
、
地
域
政
策
の
調
査
研
究

に
取
り
組
み
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、「
食
と
癒

し
」
に
着
目
し
て
市
内
の
観
光
資
源
を

発
掘
し
、
三
豊
市
観
光
協
会
を
は
じ
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
協
力
し
て
、

三
豊
市
へ
の
観
光
客
の
誘
致
等
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
住
民
自
ら
が
創

造
し
実
施
す
る
活
性
化
事
業
の
支
援
も

行
い
ま
す
。

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
2
0
1
6
が
粟

島
で
開
催
予
定
で
す
が
、
粟
島
周
辺
の

み
な
ら
ず
荘
内
半
島
を
は
じ
め
市
内
へ

の
誘
客
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、「
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ
た
楽

し
く
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
引
き
続

き
展
開
し
、
瀬
戸
芸
2
0
1
6
を
市
内

外
に
P
R
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
関
東
・
関
西
の
「
三
豊

市
ふ
る
さ
と
会
」
や
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
サ

ミ
ッ
ト
を
は
じ
め
都
市
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
拡
充
に
努
め
つ
つ
、
生
産
者
と
一

緒
に
な
っ
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、

市
内
生
産
物
の
販
路
拡
大
や
知
名
度
向

上
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
本
市

へ
の
寄
附
の
促
進
を
図
り
、
併
せ
て
地

元
特
産
品
等
の
P
R
を
行
い
ま
す
。

若
者
の
住
宅
取
得
時
の
支
援
は
、
大

き
な
効
果
が
出
て
い
ま
す
の
で
、
平
成

27
年
度
も
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
指
定
宿
泊
施
設
を
利

用
し
本
市
へ
の
移
住
を
検
討
す
る
方
や
、

各
種
活
動
を
行
う
学
生
団
体
に
報
償
金

を
交
付
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
不
足
し
て
い
る
空
き
家

の
貸
し
手
や
売
り
手
の
拡
大
に
努
め
、

空
き
家
バ
ン
ク
と
あ
わ
せ
て
、
市
内
有

力
企
業
と
連
携
し
、
仕
事
の
紹
介
も
行

う
シ
ス
テ
ム
を
新
し
く
構
築
し
て
、
移

住
増
加
に
は
さ
ら
に
力
を
注
入
し
ま
す
。

本
市
は
、
四
国
で
唯
一
の
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
よ
る
産
業

都
市
、
循
環
型
環
境
都
市
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

す
で
に
実
施
し
て
い
る
ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
る
ご
み
の
発
生
抑
制

や
18
分
別
の
徹
底
に
よ
る
ご
み
の
資
源

化
を
は
じ
め
、
民
設
民
営
の
ト
ン
ネ
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
に
よ
る
「
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー
み
と
よ
」
の
稼
働

も
具
体
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
レ
ジ
袋
を
削
減
す
る
た
め
の

「
日
比
野
克
彦
」
氏
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

エ
コ
バ
ッ
グ
の
利
用
促
進
も
進
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
に
お
い

て
、「
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー

み
と
よ
」
が
平
成
28
年
度
中
に
稼
働
し

た
場
合
に
は
、
資
源
化
処
理
率
が
95
・

3
％
ま
で
上
が
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
三
豊
市
を
全
国
に
発
信
す

る
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
と
し
て
「
ご
み
の

資
源
化
処
理
率
日
本
一
」
を
目
標
に
掲

げ
、「
三
豊
市
」
イ
コ
ー
ル
「
環
境
に

や
さ
し
い
ま
ち
」
を
全
国
に
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。

竹
の
資
源
化
に
関
し
て
は
、
産
学
官

で
継
続
し
て
共
同
研
究
開
発
に
取
り
組

み
ま
す
。

新
火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
南
部
火
葬

場
の
施
設
整
備
完
了
を
目
指
し
、
同
時

に
、
北
部
火
葬
場
の
基
本
設
計
に
取
り

組
み
ま
す
。

道
路
・
橋
梁
に
関
し
て
は
、
市
道
網

の
整
備
を
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
適
正
管
理
と
維
持
修

繕
に
努
め
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
適

切
な
修
繕
・
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、

施
設
の
耐
震
化
、
浄
水
場
施
設
の
改
築

お
よ
び
水
道
の
中
央
監
視
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
図
り
、
安
全
で
良
質
な
水
道
水

の
供
給
に
努
め
ま
す
。

人
々
が
助
け
合
う

安
全
・
安
心
な
ま
ち

（
安
全
・
安
心
）

近
年
の
地
球
温
暖
化
に
伴
う
異
常
気

象
、
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す

る
大
規
模
地
震
の
発
生
予
想
を
踏
ま
え
、

危
機
管
理
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
ず
、
災
害
発
生
時
に
速
や
か
な
初

動
体
制
の
確
保

と
情
報
収
集
・

指
揮
系
統
の
一

元
化
に
よ
り
被

害
の
最
小
化
を

図
る
た
め
、
危

機
管
理
セ
ン
タ

ー
を
整
備
し
、

併
せ
て
危
機
管

理
課
を
新
設
し

ま
す
。

ま
た
、
自
治

会
・
小
学
校
区

単
位
で
の
自
主

防
災
組
織
の
組

織
化
を
促
し
、

組
織
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

避
難
体
制
に
つ
い
て
は
、
総
合
防
災

マ
ッ
プ
の
配
布
、
出
前
講
座
、
広
報
活

動
の
推
進
、
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難

支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
、
避
難
所

開
設
時
の
食
料
・
水
・
生
活
必
需
品
・

資
機
材
等
の
整

備
を
計
画
的
に

進
め
、
併
せ
て
、

民
間
事
業
者
と

防
災
協
定
の
締

結
を
推
進
し
ま

す
。ま

た
、
地
域

の
防
災
リ
ー
ダ

ー
を
育
成
す
る

た
め
、
防
災
士

養
成
講
座
を
実

施
し
、
自
主
防

災
組
織
と
の
連

携
強
化
を
図
り

ま
す
。

◆市地域防災計画作成業務　
500万円

◆自主防災会補助金　
400万円

市地域防災計画を改訂するとともに、
自主防災組織を育成強化し、地域防災
力の向上を図ります。

主な主な主な主な主な主な主主な主 新規新規新規新規新規規新規新規新規新規事業事業事業事業事業事業事業事業事業・重・重・重・重・重重・重重重点施点施点施点施点施点施点施点施点施点施施点施施点 策策策策策策策策策策策策策策

▲各地で住民参加の防災訓練を開催。
防災への意識が高まっています
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45 人
々
が
支
え
あ
い

健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち

（
医
療
・
健
康
・
福
祉
）

豊
か
な
心
を
育
み

文
化
を
発
信
す
る
ま
ち

（
教
育
・
文
化
）

▲「子育てするなら三豊が一番 !」を掲げ、充実した子育て支援策を展開

▲ 2地区で行われていた「使える英会話」
講座を全市で実施へ

◆地域介護・福祉空間整備等施設整備事業
3,902 万 5千円

火災予防のため、介護施設のスプリンクラー整備に対
する補助を行います。

◆高瀬南部保育所整備事業　　 5,967 万円
老朽化した高瀬南部保育所の整備を行います。
平成 27年度は造成工事、基本・実施設計等を行います。

◆認知症初期集中支援推進事業　
187万 5千円

認知症予防のため、認知症専門医による早期診断、早
期対応を行うための体制づくりを行います。

主な主な主な主な主な主な主ななななな主な主 新規新規新規新規新規新規新規新規新新新新新 事業事業事業事業事業事業事 ・重・重・重重・重・重重重重重重点施点施点施点施点施点施施点施点施施施点 策策策策策策策

◆財田地区新設小学校建設事業　　　 16 億 2,890 万 3千円
平成28年4月開校に向けて、財田地区新設小学校の建設工事などを行います。

◆山本地区新設小学校建設事業　　　 18 億 1,472 万 7千円
平成28年4月開校に向けて、山本地区新設小学校の建設工事などを行います。

◆学校給食センター等整備事業　　　 10 億 1,367 万 1千円
老朽化した学校給食センターなどの統合を行い、食の安全性の確保と効率
化を図ります。

◆土曜日教育支援体制等構築事業　　　　　  155 万 3千円
市内全域の小学校 4年生を対象として、「使える英会話」講座を開催します。

幸
せ
な
超
高
齢
社
会
実
現
の
た
め
、

健
康
寿
命
に
一
層
の
価
値
観
を
置
き
、

生
活
習
慣
の
改
善
、
予
防
重
視
の
保
健

事
業
・
健
康
づ
く
り
施
策
等
、「
先
手

の
福
祉
」
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

市
立
病
院
・
診
療

所
、
三
豊
総
合
病
院

の
運
営
体
制
の
強
化

お
よ
び
相
互
の
連
携

強
化
を
行
い
、
地
域

医
療
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

高
齢
者
福
祉
・
介

護
事
業
で
は
、
在
宅

医
療
と
介
護
の
連
携
、

認
知
症
対
策
も
含
め

た
介
護
予
防
施
策
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者

等
へ
の
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
充
実

に
取
り
組
み
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
楽
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し

ま
す
。

子
育
て
支
援
は
、
最
重
要
施
策
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

現
在
実
施
し
て
い
る
妊
娠
期
か
ら
切

れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
ま
す
。

中
学
校
卒
業
年
度
ま
で
の
子
ど
も
の

医
療
費
は
引
き
続
き
無
料
と
し
ま
す
。

保
育
所
事
業
で
は
、
高
瀬
南
部
保
育

所
の
整
備
事
業
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
認
可
外
保

育
支
援
事
業
や
養
育
支
援
訪
問
事
業
を

開
始
し
ま
す
。

母
性
な
ら
び
に
乳
幼
児
等
の
健
康
確

保
の
た
め
、
食
育
の
推
進
、
思
春
期
保

健
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
母
子
家

庭
等
の
ひ
と
り
親
家
庭
や
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
へ
の
支
援
、
児
童
虐
待
の
防

止
お
よ
び
早
期
発
見
な
ど
、
要
保
護
児

童
等
へ
の
き
め
細
や
か
な
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
で
は
、
障
が
い
者
が

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
障
が
い
者
総

合
支
援
法
等
に
基
づ
く
各
種
施
策
を
推

進
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
臨
時
福
祉
給
付
金
と
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
交
付
い

た
し
ま
す
。

山
本
地
区
・
財
田
地
区
新
設
小
学
校

建
設
事
業
、
三
野
津
中
学
校
お
よ
び
詫

間
中
学
校
建
設
事
業
、
南
部
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

小
学
校
施
設
耐
震
化
推
進
事
業
と
し

て
、
屋
内
運
動
場
の
照
明
器
具
の
落
下

防
止
対
策
を
行
い
、
中
学
校
施
設
耐
震

化
推
進
事
業
と
し
て
、
つ
り
天
井
が
あ

る
屋
内
運
動
場
の
落
下
防
止
対
策
を
行

い
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
と
し
て
、
小
中
学
校
に
一

人
ひ
と
り
の
障
が
い
の
程
度
・
種
類
に

応
じ
た
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置

し
ま
す
。

文
部
科
学
省
は
平
成
32
年
度
を
目
途

に
小
学
校
の
英
語
教
育
の
開
始
時
期
を

現
行
の
5
年
生
か
ら
3
年
生
に
引
き
下

げ
る
方
針
で
す
。

三
豊
市
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
、
特

に
「
し
ゃ
べ
る
」
と
い
う
こ
と
に
着
目

し
て
、
英
語
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

特
に
、
土
曜
日
教
育
支
援
体
制
等
構

築
事
業
と
し
て
、
各
地
区
で
「
使
え
る

英
会
話
」
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
で
は
、
社
会
教
育
・
社
会

体
育
施
設
の
非
構
造
部
材
耐
震
調
査
に

着
手
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
と
し
て
、「
三
豊
市
生
涯

学
習
推
進
計
画
」
が
平
成
27
年
度
に
最

終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
次
期
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
紫
雲
出
山
遺
跡
を
国
指
定
文

化
財
の
指
定
を
受
け
る
た
め
に
、
発
掘

調
査
を
行
い
ま
す
。

昭
和
20
年
の
終
戦
か
ら
70
年
の
歳
月

が
流
れ
、
戦
争
の
記
憶
の
風
化
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、
わ
れ
わ
れ
が
で

き
る
こ
と
は
、
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
、
先
人
が
経
験
し
た
史
実

を
学
び
語
り
つ
い
で
い
く
こ
と
で
す
。

終
戦
70
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
史

実
を
学
び
平
和
を
祈
念
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

▲認知症予防講演会の開催など
「先手の福祉」の充実を図ります
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6と
も
に
考
え
行
動
す
る

自
ら
が
創
る
ま
ち

（
人
権
・
住
民
自
治
・
行
財
政
）

市
制
施
行
10
年
の
こ
の
記
念
す
べ
き

節
目
の
年
に
あ
た
り
、
昨
年
決
ま
っ
た

市
の
花
と
木
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
桜
を

市
内
外
に
発
信
し
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
が

絵
柄
の
原
動
機
付
き
自
転
車
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
希
望
者
に

交
付
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
姿

や
歴
史
を
発
信
す
る

た
め
の
資
料
と
し
て
、

市
勢
要
覧
・
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を

作
成
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
、
社

会
保
障
・
税
番
号
制

度
の
施
行
準
備
が
本

格
化
し
ま
す
。

10
月
以
降
、
12
桁

の
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
が
市
民

の
一
人
ひ
と
り
に
通

知
さ
れ
、
希
望
者
に
は

申
請
に
よ
り
、
平
成

28
年
1
月
か
ら
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
交

付
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
制
度
へ
の
取

り
組
み
を
遅
滞
な
く
行
い
、
ス
ム
ー
ズ

な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
内
分
権
で
は
、
本
市
の
新
し
い

公
共
を
担
う
核
と
な
る
7
つ
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
隊
が
、
平
成
27
年
で
活
動
4

年
目
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
徴
的
な

自
主
事
業
を
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
流

れ
を
継
続
し
、
さ
ら
に
市
民
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
若
い
世
代
も
自
主
的
な
活
動

を
活
発
化
さ
せ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

流
れ
を
強
化
し
、
市
民
に
で
き
る
こ
と

は
市
民
が
、
民
間
事
業
者
に
で
き
る
こ

と
は
民
間
事
業
者
が
担
う
「
新
し
い
公

共
サ
ー
ビ
ス
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
に
向

け
て
、
今
後
も
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
は
、

第
2
次
三
豊
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
一
層
の
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

行
財
政
改
革
で
は
、
普
通
交
付
税
の

合
併
算
定
替
特
例
措
置
の
縮
減
が
開
始

さ
れ
る
に
伴
い
、
多
大
な
影
響
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
に
、
第
2

次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
第
1
次

行
政
改
革
が
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し

た
よ
う
に
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
「
公
共
施

設
再
配
置
計
画
」
を
進
め
る
と
と
も
に
、

市
役
所
の
職
員
数
も
今
後
、
削
減
し
て

い
き
ま
す
。

各
支
所
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
行
政

機
能
と
公
民
館
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事
務
所
を
で
き
る
限

り
1
カ
所
に
集
約
し
、
地
域
を
支
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
と
し
て
の
「
市
民

セ
ン
タ
ー
」
化
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
定
め
る
中
で
、
施
設
の
維
持
管
理
や

更
新
等
を
再
度
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
を
は
じ
め
、
市
民
主
体
の

活
動
が
活
発
化
。
市
民
力
が
三
豊
の
大
き
な
パ

ワ
ー
に

◆本庁舎周辺整備事業　　   11 億 4,901 万 9千円
災害時の拠点施設の確保と行政機能の集約化のため、危機管理
センターおよび耐震性貯水槽等を整備します。

◆市勢要覧作成業務　　　　　　　　     550万円
本市の姿や歴史を発信するための資料として市勢要覧を作成し
ます。

◆合併 10周年記念プロモーションビデオ作成　
276 万 5千円

市制 10周年を迎え、記念式典で放映するプロモーションビデ
オを作成します。

主な主な主な主な主な主なな主な新規新規新規新規新規規新規事業事業事業事業業事業事業事業業事事 ・重・重・重・重・重・重・重重点施点施点施点施点点施点施施施点施施策策策策策策策策策策策策策合
併
し
て
か
ら
の
こ
の
10
年
間
で
、

時
代
の
潮
流
は
、
大
き
く
変
化
し
、
日

本
全
体
が
人
口
減
少
局
面
に
突
入
す
る

と
と
も
に
、
明
治
維
新
以
来
、
継
続
し

て
き
た
中
央
集
権
国
家
か
ら
地
方
分
権

国
家
へ
と
大
き
く
舵
が
切
ら
れ
始
め
て

い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
12
年
に
地
方

分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、
そ

の
方
向
に
向
い
て
は
い
る
も
の
の
、
基

礎
自
治
体
の
合
併
に
よ
る
受
け
皿
づ
く

り
の
み
が
先
行
し
、
あ
と
は
停
滞
し
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
そ
れ
を
横
目
に
見
な
が
ら

時
代
を
先
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
分
権
の
延
長
線
上
に
は
地
域
内

分
権
が
あ
る
と
考
え
ま
す
か
ら
、
市
民

は
自
主
自
立
、
行
政
は
企
画
力
の
拡
充

を
さ
ら
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
イ
コ
ー
ル
「
行

政
サ
ー
ビ
ス
」
の
時
代
は
終
わ
り
ま
し

た
。今

後
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
、

N
P
O
・
民
間
事
業
者
が
で
き
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
は
、
積
極
的
に
開
放
し
て
い

き
ま
す
。
経
費
が
安
価
で
、
み
ん
な
が

参
加
で
き
る
、
そ
れ
が
地
方
分
権
時
代

の
官
民
連
携
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
新
し

い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
が
ス
タ
ー
ト
し

て
以
降
、
本
市
に
お
い
て
は
、
急
速
に

自
立
し
た
市
民
力
が
高
ま
り
、
そ
れ
を

受
け
て
他
の
団
体
で
も
活
動
が
活
発
化

し
、
全
国
的
に
も
こ
の
制
度
は
注
目
の

的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
新
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
あ
ふ
れ

る
ま
ち
三
豊
」
に
向
け
て
、
今
後
も
前

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

『
強
く　

や
さ
し
く　

楽
し
い　

田

園
都
市
み
と
よ
』
を
旗
印
に
、
本
年
度

も
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
心
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、

平
成
27
年
度
に
向
け
た
私
の
施
政
に
対

す
る
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

合合合合
併
合
併
し
て
し
て
か
ら
か
ら
の
こ

む
す
び
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合
併
特
例
債
を

大
型
建
設
事
業
に
活
用

　

27
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

前
年
度
比
46
億
1
’0
0
0
万
円
、
率

に
し
て
14.

7
％
増
の
3
5
8
億

9
’0
0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

三
豊
市
で
は
、「
〝
豊
か
さ
〞
を
み

ん
な
で
育
む
市
民
力
都
市
・
三
豊
」
を

実
現
す
る
た
め
、
三
豊
市
新
総
合
計
画

で
6
つ
の
分
野
ご
と
の
基
本
目
標
を
設

定
し
、
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
市
新
総
合

計
画
第
7
期
実
施
計
画
に
掲
げ
る
事
業

を
実
施
す
る
た
め
、
大
型
建
設
事
業
に

合
併
特
例
債
を
有
効
に
活
用
し
、
積
極

的
か
つ
効
果
的
な
財
源
の
配
分
を
行
い

ま
し
た
。

歳
入

　

歳
入
予
算
の
う
ち
、
使
い
道
が
決
め

ら
れ
て
い
な
い
一
般
財
源
と
し
て
、
主

な
も
の
で
は
市
税
75
億
3
’8
7
4
万

7
千
円
（
前
年
度
比
▲
0.6
％
）、
地
方

交
付
税
1
0
9
億
5
’
0
0
0
万
円

（
前
年
度
比+

2.8
％
）、
地
方
譲
与

税
・
交
付
金
16
億
9
’
9
0
0
万
円

（
前
年
度
比+

28.

7
％
）
な
ど
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
「
貯
金
」
で
あ
る
基
金

か
ら
の
繰
入
金
は
、
14
億
1
’4
6
9

万
1
千
円
（
前
年
度
比+

23.

0
%
）
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
の
「
借
金
」
で
あ
る
市
債

に
つ
い
て
は
、
73
億
5
’0
9
0
万
円

（
前
年
度
比+

81.

1
%
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
財
田
地
区
・
山
本
地

区
新
設
小
学
校
建
設
事
業
や
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
等
整
備
事
業
な
ど
大
型
建
設

事
業
に
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
た
め
、

前
年
度
比
で
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
出

　

歳
出
予
算
の
う
ち
義
務
的
経
費
で
は
、

人
件
費
は
50
億
3
’9
9
9
万
8
千
円

（
前
年
度
比
▲
1.6
％
）、
公
債
費
は
27

億
2
’5
0
8
万
3
千
円
（
前
年
度
比

▲
5.7
％
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
職
員

の
定
員
適
正
化
計
画
の
推
進
や
、「
借

金
」
で
あ
る
市
債
を
抑
制
し
て
き
た
こ

と
に
よ
り
前
年
度
比
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
扶
助
費
に
つ
い
て
は
33
億

3
’4
8
2
万
1
千
円
（
前
年
度
比+

1.4
％
）
で
、
生
活
保
護
扶
助
費
の
増
額

な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
増
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
義
務
的
経
費
全
体
で
は
、
前

年
度
比
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
1
0
9
億

7
’2
5
2
万
8
千
円
（
前
年
度
比+

83.

9
%
）
で
、
前
述
の
財
田
地
区
・

山
本
地
区
新
設
小
学
校
建
設
事
業
や
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
等
整
備
事
業
な
ど
の

大
型
建
設
事
業
の
ほ
か
、
中
学
校
施
設

の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
、
市
道
の
整

備
な
ど
、
将
来
世
代
に
と
っ
て
も
利
用

で
き
る
設
備
や
施
設
の
整
備
を
行
う
た

め
、
大
幅
に
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
補
助
費
や
物

件
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
負
担
金
の
増
額
や
、
施

設
の
解
体
工
事
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
増
額
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
後
期
高
齢
者
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
全
体
で
は
、

前
年
度
比
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

☎
73
・
3
0
1
0

特別会計

企業会計

国民健康保険事業特別会計

国民健康保険診療所事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険事業特別会計

介護サービス事業特別会計

集落排水事業特別会計

浄化槽整備推進事業特別会計

港湾整備事業特別会計

10,200,000

165,000

922,000

7,350,000

106,000

207,000

231,000

20,000

19,201,000

8,714,000

190,000

1,858,000

7,220,000

101,000

161,000

226,000

20,000

18,490,000

水道事業会計 2,408,516

1,840,048

4,248,564

2,214,149

1,829,366

4,043,515

合　　計

合　　計

会　計　名 平成27年度
当初予算額

平成26年度
当初予算額

会　計　名 平成27年度
当初予算額

平成26年度
当初予算額

病院事業会計
「永康病院・西香川病院」

平成27年度予算
一般会計は対前年度比14.7％増の358億9,000万円

【歳入】
自主財源：市が自主的に収入できる財源（市税、使用料、

財産収入など）
依存財源：国や県から交付されたり、割り当てられたり

する財源（地方交付税、国庫支出金、県支出
金など）

【歳出】
義務的経費：その支出が義務づけられ、任意に節約ができない

経費（公債費、人件費、扶助費）
投資的経費：道路や施設などの整備に使う経費（普通建設事業

費、災害復旧費）
その他経費：上記以外の経費（物件費、補助費等、積立金など）

21.0％（－0.6％）

市税
75億3，874万7千円

14.0％（－1.6％）

人件費
50億3，999万8千円

9.3％（+1.4％）

扶助費
33億3，482万1千円

7.6％（－5.7％）
公債費 27億2，508万3千円

30.6％（+83.9％）

普通建設事業費・災害復旧費
109億7，252万8千円

29.6％
（－2.5％）

自主財源
106億3，423万円

30.9％
（－1.8％）

義務的経費
110億9，990万2千円

30.6％（+83.9％）

投資的経費
109億7，252万8千円

38.5％
（－1.4％）

その他経費
138億1，757万円

70.4％（+24.0％）

依存財源
252億5，577万円

2.2％
（－4.7％）

分担金・負担金、
使用料・手数料
7億9，280万1千円

4.3％
（+22.5％）

財産収入・寄附金・
繰入金・繰越金
15億5，692万6千円

2.1％
（－39.0％）

諸収入
7億4，575万6千円

30.5％（+2.8％）

地方交付税
109億5，000万円

5.8％（+24.1％）
県支出金 20億9，934万6千円

8.8％（+19.0％）
国庫支出金
31億5，652万4千円

3.9％（+38.8％）
 各種交付金
13億9，400万円

0.9％（－3.5％）
地方譲与税
3億500万円

20.5％（+81.1％）

市債
73億5，090万円

2.2％（+3.3％）

積立金・貸付金・投資および
出資金・予備費
7億7，711万3千円

0.3％
（－10.9％）

維持補修費
1億1，325万9千円

7.6％
（－22.7％）

繰出金

42億4，322万円
11.8％
（+13.6％）

補助費等

27億3，148万4千円

16.6％
（+1.6％）

物件費
59億5，249万4千円

歳入

歳出

用 語 解 説

単位：千円

単位：千円

※（　）は前年度予算額との比較です。
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